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本日の内容

1. 司書養成の現状
2. 現カリキュラムの課題
3. 社会の変化と図書館
4. 雇用情勢

5. 司書資格課程の見直し？
6. 日向の個人的意見



司書養成の現状

• 直近の司書養成カリキュラムの改正
• 平成22年4月1日改正省令施行、平成24年
度（2012年）入学生より完全適用

• “「図書館に関する科目」新旧比較表（平成
24年4月1日～）”
（https://www.mext.go.jp/a_menu/sho
ugai/gakugei/shisyo/1330348.htm）



図書館に関する科目新旧比較表



2012年カリキュラムのポイント

• 単位数の増加：20→24
• 1科目の単位数の増加：生涯学習論、図書館
制度経営論、児童サービス論、情報サービス
演習、情報資源組織演習

• 新規必修科目：図書館情報技術論（旧選択
科目情報機器論）

• 削除された科目：専門資料論（図書館情報資
源特論として移行する場合あり）

• 図書館実習の科目化（選択科目）



2012年カリキュラムのねらい

• コンピュータ、インターネットを利用したサービ
スへの対応（図書館情報技術論）

• レファレンス演習の強化（課題解決型図書
館）

• 全般的に社会のニーズに図書館員が応える
ための変化（専門資料論などの廃止）



都留文科大学の受講数
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2022年度担当教員

• 概論科目は専任教員が担当（日向）
• 情報サービス論、情報資源組織論は専任教
員が担当

• 演習科目、児童サービス論は非常勤講師に依
頼

• 図書館情報技術論、各特論は非常勤講師に
依頼し、夏冬の集中講義で開講

• シラバスについては基本的に2012年度作成
のものを元に各先生にアレンジを依頼



都留大の教務上の課題

• 集中講義日程の重なり（資格間だけでなく学
科科目、実習との重なり）

• 新規講義担当者の探索（児童サービス論）
• 単位実質化により、これ以上卒業に関係ない
（学部、学科に組み込まれていない）資格科
目の単位増は限界



公共図書館の役割の変化

• インターネット社会の急速な進展：インターネッ
トからの情報が社会の情報利用の中心に

• 文化体験の場としての複合施設の増加
• MLA連携→より生涯学習の文脈の中での図
書館：図書館の複合施設内での「機能化」



図書館サービスの変化

• インクルージョン社会への対応：障害者差別
解消法、読書バリアフリー法等

• 障害者へのサービスから、図書館利用への障
害を排除するための活動へ

• ヤングアダルトサービス、高齢者サービスなど
児童サービス以外のライフステージサービス
の重要性→相対的に児童サービスの位置づ
けが下がる



司書の雇用情勢

• 都留文科大学では年間数名の公務員試験合格
による司書採用者

• 正確な数は不明だが、図書館アルバイト（委託業
者、自治体のアルバイト）、会計年度任用職員で
の勤務の人数が多い

• アルバイトや会計年度任用職員での勤務が長期
になる学生もいる（公務員試験や採用試験の年
齢制限もある）

• 大学図書館司書、学校司書としても一定数勤務



司書資格課程のみなおし？

• 現カリキュラムで10年経過
• 見直し検討期間（1年間程度）と省令改正（1
年間程度）、移行期間（2年間程度）などを考
えると、図書館界で意見の集約を始めてもい
いタイミングなのではないか



日向の現カリキュラムへの意見

• 単位を増やすのは最低限に：もし単位を増や
す必要があるのであれば、現在のような資格
コースでの開講は困難。卒業単位化なども検
討。もしくは専門職大学院化→ふさわしい出
口がないのではないか

• インクルージョン社会に対応した科目設定：図
書館利用に障害がある方へのサービスにつ
いて学ぶことを目的とした科目「図書館バリア
フリーサービス論」（仮称）



日向の現カリキュラムへの意見②

• 児童サービス論の選択必修科目化：ヤングア
ダルトサービス、高齢者サービスなどとのバラ
ンスと、これまでのサービスの蓄積を考慮して

• 情報資源組織論もしくは演習での地域資料
への言及、演習→一部専門資料論の復活

• 図書館サービス概論に複合館やMLA連携を
軸とした内容、非来館サービスの内容を増や
す→図書館サービス史、資料提供サービスな
どの内容を減らす



日向の現カリキュラムへの意見③

• 図書館概論に制度論を統合、図書館の社会
的役割の変化（例えば福祉的な役割の期待
など）を盛り込む

• 情報サービス演習で非来館を前提とした演習
をおこなう（中心となっていい）

• 図書館情報資源概論では、電子書籍、電子図
書館への言及を増やす



確認すべき資料

• これからの図書館の在り方検討協力者会議
「司書資格取得のために大学において履修す
べき図書館に関する科目の在り方について
（報告）」平成21年2月
（https://www.mext.go.jp/component/
b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afie
ldfile/2009/09/16/1243331_2.pdf


